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数年来の動力農機具の発達は全く希 くはか

))の勢V'で､現在ではどこの農村に行っても

発動機か音か開かれなV,ところはないくらV,

に背及してV,る｡従来機班とは全くと言って

よい程縁Dなかった農村の人J;tもこの波に乗

じ､最近は 動力耕転機は もちろん､防除機

具､加工機具.･-･･･果てはオートバイと､単

に戯作業Dみでなく生活の中にも機械が遠慮

なく入ってくる時代になった｡

ところが農村を渉V'てみると､機械を扱う際

に毅も大切な燃料の保管につV,てはあまり故

意が払われてV,ないようである｡ 水管や1升

ビ1/に入れて､軒下､床下等はまだ良いとして

も､ひどいのになるとドラムに入れて庭の片

隅tこ無雑件にfF''_V,てV,るのをよく見かける｡

今桝は燃料の保管と貯蔵:･Z:つV,て注意すべき

事項を述べることにする｡

1､ ドラム権 は呼吸す る

燃料の入ってV,るドラムを屋外に放置してお くと､雨

や湿度の高>､窄気などの影響で水分が投入するおそれが

ある｡またフクがきちっとしてあっても､燃料と容器と

の串間は 払る間あたためられ､夜 気温が下ると露を結

び､水滴となって燃料車に混入する｡また ドラム内の燃

料と串.気は､ひる間温度が上るとともに膨張し内部圧力

が上昇する｡また夜間温度が下るとその逆の現象があら

われる｡この時外気を吸込む際に､水分､魔境も一緒に

吸V,込む｡

このように屋外に燃料の入った ドラムを置きっぱなし

にしてお くと､ ドラム経は絶えず呼吸してお り､＼′ヽつの

間にか水分やゴミ75.外から入ってくる｡これは潤滑油の

場合も同様である｡止むを得ず屋外に置くときは､必ず

シー ト掛けをして置くこと｡

2､燃 料 の 貯 蔵 (特にディーゼル燃料)

燃料を正しく貯蔵することは､機械を正しく使用すろ

(6)

ことの第-渉であろo

貯蔵の容器:･i､燃料を汚染する餌､汲何物

などがあってはならなvloこのような不純物

の混入している燃料を使用すると､エンジン

の燃料ろ過襲芯がつまり､燃料ポンプ､噴射

弁ノズルなどの焼付けをおこしやすV,｡移動

タンクを利用することは停業巾の燃料貯蔵法

として最も良V'ノjラ2F二で､不純物や水分は､た

やすく取 り除かれ､阿単に トラクターなどの

燃料タンクへ燃料を移すことが出来る｡

不純物の沈澱は､即職 タンク内で行われる

ので､水分や沈澱物を安易に除けるよう､タ

ンク底部に不純物沈澱部を設けることが大切

である｡

燃料内不純物の分離､牧瀬が完全に行われ

るには約48時間 (2日間)かかるので､ 燃料

をトラクターのタンクに移す前に､それだけ

の時間､貯蔵タンク内に沈静することが必要で､またタ

ンク-の注入の際､貯蔵タンクの席から注入させるより

も､ポンプで肝V,上げた方が艮vlo

もし貯蔵タンクへ移さなV,で､席拷 ドラムから､ トラク

ターなどの燃料タ-/ク-入れる場合は､燃料中の不純物

が沈澱するのに必要な時間の余裕があるように2-3個の

ドラムを準備し､各 ドラムからその一部を燃料タンクに

入れ､洩ったものは一つの ドラムにまとめておくと､次

回の注入時までには不純物を卦離させるだけの時間の余

裕が 卜卦とれる｡ このようにすれば 不純物は取 り除か

れ､燃料は無駄なく利用けi来る｡

燃料タンク-の燃料補給は､作業をはじめる前より終

った後に行なう方がよい.こうすれば燃料タンク内の空

間が少なくなり､夜間においてタンク内の水蒸気の凝縮

が少なくなり､燃料-水分が混入することが少なくなる

3､今 日 の 燃 料

昭1･FT27年石油類の統制が解除され､国内外の石油製品

(8ページの右につづ-<)



作業台の高 さ ･奥行寸法 Lc'nJ

ケコミ (9-10)

曲昏一立って手の届く抱月凱ま使いやすい空間です

5 台 所 は妻衰庭 の 中心 で あ る

よく台所は家庭のゲスト･ルーム (もてなしの場)

だと云われています｡そのためには調理をする作業場､

即ち能率的に働ける場であると同時に禁しい雰 囲気を

もつ部屋でありたvlものです｡水切棚や調理台になべ類

を患きざりにしてあった り､盛一面に調理用具がぶらさ

がってV,てはなんとなく雑然として落蔚かない台所にな

りがちですO鮫用後はできるだけあるべき場所､戸のつ

vtた壬那こ整理することがほこりもつかず安全で衛生的で

す｡殊に食堂耗台所では､食事を楽しくするために､す

っきりした雰囲気をつ くる努力が必要です｡家族のちょ

っとしたアイディアで､あきのE_ない楽しく過せる台所

にしたV,ものです｡ (比碁乗佐子 )
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(6ページの鹿発用燃料のつづき)

のメ-カーは競って品質のよい燃料､潤滑油を生産し今

日の隆盛を極めたO-方農発も昔の低速石油エンジンの

畔代から今日の小型高速ガソリン､ディーゼルエンジン

が相次いで生産されその性能が著しく向上した｡

今後は､もっとよ憾 L性能の良V,エンジンが生産

され､農業の機械化は益 盛々んになるでしょう｡

機奴化による件業能率を上げることは､機械を故障し

ないように調子よく運転するt_とであるO耕伝線やトラ

クターの心臓部であるエンジンが冊に快調に働くには次

に述べる条件が揃ってV,ることであるO

(塾弓削､圧掃 ⑧よい混合ガス

⑨弓削､火花 (火花点火エンジンのみ)

① 強 い 圧 縮

ェンジンが新らしい間は､親定の圧縮圧力があり､燃

料の爆発力が有効にエンジン馬力となるが･良く使用し

てVlると圧縮))が弱まり､エンジンのノブが弱くなるO良

い燃料はエンジン内で完全に燃えるので､エンジンの内

部に煤や灰分の椎杭が少なくェンジンの庄析圧力がVつ

までも減じない｡また良い潤桐油は燃料によるエンジン

の慣LJ=くを防ぎ､エンジンの巾を>Yつもきれいに保っ

てくれる

喝) よ い 混 合 ガ ス

ガソリンエ ソジ-/ではj猷tlなオクタン価､ディゼル

エ'/ジンでは 高V'セテンJllliを拙つ 燃料を似用し､i(こ化

音詩､噴射弁ノズルの胡(-を･良好にしておけば常に良い混

合ガスが'Trさられ､ェンジンは.粥(-よく蜘く｡

(笥 強 い 火 花

火花点 火エンジンでは､マグネッ トやバッテリー､

二次コイル配-[11器の接融部を完全にしておけば蛾vl火花

が得られ､エ-/ジンは調Fよく回転する｡

以上エンジンは榊こよく手入れし､そのエンジンに適

した燃料､7F'rFWILfl由を蚊用することが､エンジンを良持ち

させ､縄紙を能率的に旋片け るコツである｡

(泉 裕 巳)


